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本
誌
六
五
六
号
（
九
月
号
）
で
本
研
究
所
の
清
水

愛
砂
理
事
が
詳
細
に
分
析
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
防

衛
政
策
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
る
。『
国
家

安
全
保
障
戦
略
』、『
国
家
防
衛
戦
略
』、『
防
衛
力
整

備
計
画
』
か
ら
な
る
、
い
わ
ゆ
る
安
保
三
文
書
の
改

定
、
さ
ら
に
今
後
五
年
間
を
か
け
て
の
防
衛
予
算
の

倍
増
、一
〇
年
間
を
か
け
て
の
防
衛
力
整
備
な
ど
は
、

米
軍
と
の
機
能
統
合
を
通
じ
て
、
と
り
わ
け
中
国
に

対
す
る
抑
止
力
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
す
も
の
だ
。

　
こ
う
し
た
防
衛
力
増
強
が
「
今
日
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

は
明
日
の
台
湾
」（
岸
田
首
相
）
と
い
う
危
機
感
に

負
う
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
中
国
の
台
湾
侵

略
に
ど
の
程
度
の
現
実
味
が
あ
る
か
は
と
も
か
く
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を
機
に
、
文
書
が
指
摘
す
る
よ
う

に
日
本
が
「
戦
後
最
も
厳
し
く
複
雑
な
安
全
保
障
環

境
」
へ
と
突
入
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
同
時
に
、
文
書
改
定
が
構
造
的
な
歴
史
的
背
景
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
視
点
も
必
要
で
は
な
い
か
。

　
戦
後
日
本
の
安
全
保
障
は
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的

覇
権
と
平
和
主
義
と
い
う
組
み
合
わ
せ
か
ら
成
り

立
っ
て
い
た
。
日
本
政
治
外
交
史
家
の
酒
井
哲
哉
の

言
葉
を
借
り
れ
ば
い
わ
ゆ
る
「
9
条
＝
安
保
体
制
」

で
あ
る
。
こ
れ
に
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
争
に
「
巻
き
込

ま
れ
る
こ
と
」
に
恐
怖
を
覚
え
る
世
論
が
加
わ
る
こ

と
で
、
日
本
政
治
は
均
衡
、
す
な
わ
ち
ア
メ
リ
カ
か

ら
の
軍
事
的
貢
献
を
回
避
し
て
、
保
守
政
治
は
自
国

主
権
の
維
持
を
、
革
新
側
は
日
米
同
盟
を
批
判
す
る

こ
と
で
、
互
い
に
動
員
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
て
い

た
。

　
も
っ
と
も
、
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
覇
権
、
憲
法
九

条
、
そ
し
て
「
巻
き
ま
れ
る
こ
と
」
へ
の
恐
怖
と
い

う
三
位
一
体
は
、
冷
戦
が
終
結
し
て
か
ら
徐
々
に
崩

れ
て
き
た
。
ま
ず
、
九
二
年
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
基
地

を
放
棄
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
ア
メ
リ
カ
の
東
ア
ジ

ア
で
の
存
在
は
、
徐
々
に
後
退
し
て
き
た
。
二
〇
一

〇
年
か
ら
軍
事
費
を
削
減
し
続
け
た
結
果
、
中
国
と

の
軍
事
費
の
差
は
一
〇
対
一
か
ら
三
対
一
へ
と
縮
小

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
覇
権
低
下
の
影
響
は
イ
ラ
ク

戦
争
時
に
「
ブ
ー
ツ
・
オ
ン
・
ザ
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
」、

す
な
わ
ち
日
本
の
人
的
貢
献
の
要
請
な
ど
に
み
ら
れ

た
。
同
時
に
、
国
連
平
和
維
持
活
動
参
加
な
ど
、
日

本
の
武
力
を
背
景
と
し
た
国
際
貢
献
も
広
が
っ
て

い
っ
た
。
そ
れ
で
も
な
お
、
日
本
政
府
に
は
一
九
九

五
年
に
は
当
時
の
ク
リ
ン
ト
ン
大
統
領
が
中
国
に
直

行
し
た
際
に
「
ジ
ャ
パ
ン
・
パ
ッ
シ
ン
グ
」
の
動
揺

が
起
こ
り
、二
〇
一
六
年
に
は
「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー

ス
ト
」
を
唱
え
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
以
前
か

ら
の
会
談
を
求
め
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　「
ア
メ
リ
カ
の
影
」（
加
藤
典
洋
）
が
薄
く
な
っ
て

い
け
ば
、
当
然
な
が
ら
平
和
主
義
も
揺
ら
ぐ
こ
と
に

な
る
。
二
〇
一
三
年
の
特
定
機
密
保
護
法
、
一
五
年

の
安
保
関
連
法
制
は
、
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
衰
退
（
抑

止
力
低
下
）
に
よ
る
欠
落
を
日
本
が
埋
め
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
日
本
の
軍
事
行
動

が
前
面
に
出
れ
ば
、
世
論
も
敏
感
に
な
る
の
は
当
た

り
前
の
こ
と
だ
。
内
閣
府
の
「
自
衛
隊
・
防
衛
問
題

に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、「
安
全
保
障
体
制
は

こ
の
ま
ま
で
よ
い
」
に
対
し
て
「
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
す
る
意
見
は
七
〇
年
代
ま

で
前
者
が
多
数
派
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
〇
〇
年

代
の
対
テ
ロ
戦
争
で
逆
転
を
し
、
現
在
は
国
民
の
八

割
が「
巻
き
込
ま
れ
る
」恐
怖
を
感
じ
る
ま
で
に
な
っ

て
い
る
。
他
方
で
、
日
本
国
際
問
題
研
究
所
が
昨
年

に
行
っ
た
世
論
調
査
で
は
、
今
後
一
〇
年
で
ア
メ
リ

カ
の
戦
争
に
「
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
」
を
懸
念
す
る

意
見
は
七
一
％
存
在
し
、
反
対
に
「
距
離
を
取
る
よ

う
に
な
る
こ
と
」
を
心
配
す
る
世
論
も
五
八
％
に
も

の
ぼ
っ
て
い
る
。

　
国
際
政
治
学
は
、
大
国
と
小
国
間
の
同
盟
で
は
後

者
は
常
に
「
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
」
と
「
見
捨
て
ら

れ
る
こ
と
」
と
の
間
の
ジ
レ
ン
マ
に
苛
ま
れ
る
と
教

え
る
。
重
要
な
の
は
、
こ
う
見
た
時
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
「
見
捨
て
ら
れ
る
」
こ
と
に
恐
怖
を
覚
え
る
日
本

政
府
に
と
っ
て
、
軍
事
力
を
ア
メ
リ
カ
に
差
出
し
、

米
中
対
立
を
利
用
し
て
、
台
湾
進
攻
の
危
機
を
煽
り

立
て
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
を
東
ア
ジ
ア
に
引
き
留

め
る
た
め
の
便
利
な
方
便
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
構

図
が
見
て
取
れ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
戦
後
の
安
全

保
障
環
境
を
自
主
的
に
回
復
し
よ
う
と
す
る
所
作
で

も
あ
る
の
だ
。

　
た
だ
し
、
同
盟
は
相
手
が
存
在
し
て
の
こ
と
だ
。

仮
に
来
年
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
が
再

選
さ
れ
る
事
態
に
な
れ
ば
、
日
本
の
軍
事
的
負
担
の

要
求
は
さ
ら
に
増
す
だ
ろ
う
し
、
あ
る
い
は
欧
州
に

対
し
て
散
ら
つ
か
せ
た
よ
う
に
米
軍
撤
退
と
い
う
脅

迫
に
出
る
か
も
し
れ
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
「
見
捨
て

ら
れ
た
」
時
、
日
本
は
ど
う
す
べ
き
な
の
か
―
―
そ

う
し
た
想
定
が
な
い
限
り
、
日
本
の
防
衛
力
増
強
は

絵
に
書
い
た
餅
以
外
の
何
物
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
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「
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
」と「
見
捨
て
ら
れ
る
こ
と
」
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